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す
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課
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一
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報

○
埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
技
術
審
議
会

の
開
催

（
温
暖
化
対
策
課
）

一
五

埼
玉
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
１９
年
８
月
２４
日

埼
玉
県
公
安
委
員
会
委
員
長
由
木
義
文

埼
玉
県
公
安
委
員
会
規
則
第
９
号

埼
玉
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
４１
年
埼
玉
県
公
安
員
会
規
則
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
２
条
の
２
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

交
通
規
制

除
外

す
る

車
両

�
道
路
標
識
等
に
よ
る
交
通
規
制
ア
警
衛
要
則
（
昭
和
５４
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
１

号
）
に
定
め
る
自
動
車
お
列
に
編
成
さ
れ
て
い
る
自
動

車
イ
警
護
要
則
（
平
成
６
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
１８

号
）
に
定
め
る
自
動
車
警
護
列
に
編
成
さ
れ
て
い
る
自

動
車

�
車
両
の
通
行
禁
止
の
交
通
規
制

（
道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
道

路
標
示
に
関
す
る
命
令
（
昭
和

３５
年
総
理
府
・
建
設
省
令
第
３

号
。以
下「
標
識
令
」と
い
う
。）

別
表
第
１
の
規
制
標
識
の
う
ち
、

「
車
両
通
行
止
め
」、
「
二
輪

の
自
動
車
以
外
の
自
動
車
通
行

止
め
」、
「
大
型
貨
物
自
動
車

等
通
行
止
め
」、
「
特
定
の
最

大
積
載
量
以
上
の
貨
物
自
動
車

等
通
行
止
め
」、
「
大
型
乗
用

自
動
車
通
行
止
め
」、
「
二
輪

の
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車

通
行
止
め
」、
「
自
転
車
通
行

止
め
」、
「
車
両
（
組
合
せ
）

通
行
止
め
」、
「
自
転
車
専
用
」、

「
自
転
車
及
び
歩
行
者
専
用
」

及
び
「
歩
行
者
専
用
」
の
標
識

を
用
い
た
も
の
並
び
に
こ
れ
ら

の
標
識
に
関
連
し
て
設
置
さ
れ

て
い
る
「
指
定
方
向
外
進
行
禁

止
」
の
標
識
を
用
い
た
も
の
を

い
う
。）

ア
犯
罪
の
捜
査
（
検
察
官
、
検
察
事
務
官
及
び
特
別
司
法

警
察
職
員
の
行
う
捜
査
を
含
む
。）、
交
通
の
取
締
り
そ

の
他
警
察
の
責
務
の
遂
行
す
る
た
め
に
使
用
中
の
車
両

イ
災
害
救
助
、
人
命
救
助
、
水
防
活
動
、
防
疫
活
動
又
は

消
防
活
動
の
た
め
に
使
用
中
の
車
両

ウ
急
病
人
の
搬
送
、
救
護
等
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産

に
係
る
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
使
用
中
の
車

両
エ
公
職
選
挙
法
（
昭
和
２５
年
法
律
第
１００
号
）
に
基
づ
く

選
挙
運
動
用
又
は
政
治
活
動
用
の
自
動
車
で
当
該
目
的

の
た
め
に
使
用
中
の
も
の

オ
令
第
１４
条
の
２
に
規
定
す
る
道
路
維
持
作
業
用
自
動
車

で
、
同
条
各
号
に
掲
げ
る
用
務
の
た
め
に
使
用
中
の
車

両
カ
次
に
掲
げ
る
車
両
で
、
公
安
委
員
会
が
交
付
す
る
別
記

様
式
第
１
の
標
章
を
掲
示
し
て
い
る
も
の

�
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
４５

年
法
律
第
１３７
号
）
に
基
づ
き
、
市
町
村
又
は
市
町

村
長
の
許
可
を
受
け
た
者
が
行
う
一
般
廃
棄
物
収
集

の
た
め
に
使
用
中
の
車
両

�
電
気
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
、
電
信
、
電
話
又
は
道
路

に
つ
い
て
緊
急
修
復
を
要
す
る
工
事
の
た
め
に
使
用

中
の
車
両

�
郵
便
物
の
集
配
又
は
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
５９
年
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法
律
第
８６
号
）
に
基
づ
く
電
報
の
配
達
の
た
め
に
使

用
中
の
車
両

�
交
通
安
全
施
設
の
設
置
又
は
維
持
管
理
の
た
め
に
使

用
中
の
車
両

�
報
道
機
関
が
緊
急
取
材
の
た
め
に
使
用
中
の
車
両

�
大
型
自
動
車
等
の
通
行
禁
止
の

交
通
規
制
（
標
識
令
別
表
第
１

の
規
制
標
識
の
う
ち
、
「
大
型

貨
物
自
動
車
等
通
行
止
め
」、

「
特
定
の
最
大
積
載
量
以
上
の

貨
物
自
動
車
等
通
行
止
め
」、

「
大
型
乗
用
自
動
車
通
行
止

め
」
及
び
こ
れ
ら
の
通
行
止
め

規
制
の
組
合
せ
を
示
し
た
「
車

両
（
組
合
せ
）
通
行
止
め
」
の

標
識
を
用
い
た
も
の
並
び
に
こ

れ
ら
の
標
識
に
関
連
し
て
設
置

さ
れ
て
い
る
「
指
定
方
向
外
進

行
禁
止
」
の
標
識
を
用
い
た
も

の
を
い
う
。）

ア
道
路
運
送
法
（
昭
和
２６
年
法
律
第
１８３
号
）
第
３
条
第

１
号
イ
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

に
使
用
す
る
自
動
車
で
あ
っ
て
当
該
用
務
に
使
用
中
の

も
の

イ
専
ら
通
勤
者
又
は
通
学
（
園
）
者
を
運
送
す
る
車
両
で

あ
っ
て
当
該
用
務
に
使
用
中
の
も
の

�
大
型
乗
用
自
動
車
を
対
象
と
し

た
指
定
方
向
外
進
行
禁
止
の
交

通
規
制

前
記
�
の
項
の
ア
に
掲
げ
る
車
両

�
最
高
速
度
の
交
通
規
制

ア
令
第
１３
条
第
１
項
に
規
定
す
る
緊
急
自
動
車
で
、
同
項

各
号
に
掲
げ
る
用
務
の
た
め
に
使
用
中
の
車
両

イ
専
ら
交
通
の
取
締
り
に
従
事
す
る
自
動
車
（
最
高
速
度

の
交
通
規
制
が
、
令
第
１１
条
に
定
め
る
速
度
以
下
の
区

間
を
通
行
す
る
場
合
に
限
る
。）

�
駐
停
車
禁
止
の
交
通
規
制

ア
前
記
�
の
項
の
ア
に
掲
げ
る
車
両

イ
前
記
�
の
項
の
ア
に
掲
げ
る
車
両
及
び
当
該
責
務
の
遂

行
の
た
め
現
に
停
止
を
求
め
ら
れ
た
車
両

ウ
前
記
�
の
項
の
イ
に
掲
げ
る
車
両

エ
急
病
人
の
搬
送
、
救
護
等
、
人
の
生
命
又
は
身
体
に
係

る
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
使
用
中
の
車
両

オ
前
記
�
の
項
の
カ
�
に
掲
げ
る
車
両

カ
狂
犬
病
予
防
法
（
昭
和
２５
年
法
律
第
２４７
号
）
に
基
づ

き
、
犬
の
捕
獲
の
た
め
に
使
用
中
の
車
両

キ
放
置
車
両
確
認
機
関
が
確
認
事
務
を
行
う
た
め
に
使
用

中
の
車
両

ク
前
記
�
の
項
の
オ
に
掲
げ
る
車
両

ケ
次
に
掲
げ
る
車
両
で
、
公
安
委
員
会
が
交
付
す
る
標
章

を
掲
示
し
て
い
る
も
の

�
電
気
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
、
電
信
、
電
話
又
は
交
通

安
全
施
設
に
つ
い
て
緊
急
修
復
を
要
す
る
工
事
の
た

め
に
使
用
中
の
車
両
別
記
様
式
第
１
の
２
の
標
章

�
執
行
官
法
（
昭
和
４１
年
法
律
第
１１１
号
）
に
基
づ
き
、

執
行
官
が
強
制
執
行
等
を
迅
速
に
行
う
必
要
が
あ
る

場
合
に
、
そ
の
執
行
の
た
め
に
使
用
中
の
車
両
別

記
様
式
第
１
の
３
の
標
章

�
専
ら
郵
便
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
１６５
号
）
に
規
定

す
る
通
常
郵
便
物
の
集
配
及
び
電
気
通
信
事
業
法
に

基
づ
く
電
報
の
配
達
の
た
め
に
使
用
中
の
車
両
別

記
様
式
第
１
の
４
の
標
章

�
駐
車
禁
止
及
び
時
間
制
限
駐
車

区
間
の
交
通
規
制

ア
前
記
�
の
項
に
掲
げ
る
車
両

イ
公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
選
挙
運
動
用
又
は
政
治
活
動
用

の
自
動
車
で
、
当
該
目
的
の
た
め
に
使
用
し
、
交
通
の

安
全
と
円
滑
に
著
し
い
障
害
と
な
ら
な
い
場
所
に
駐
車

し
て
い
る
も
の

ウ
次
に
掲
げ
る
車
両
で
、
公
安
委
員
会
が
交
付
す
る
標
章

を
掲
示
し
て
い
る
も
の

�
報
道
機
関
が
緊
急
取
材
の
た
め
に
使
用
中
の
車
両

別
記
様
式
第
１
の
５
の
標
章

�
医
師
法
（
昭
和
２３
年
法
律
第
２０１
号
）
第
２
条
に
規

定
す
る
医
師
が
、
急
病
人
等
の
往
診
の
た
め
に
使
用

中
の
車
両
別
記
様
式
第
１
の
６
の
標
章

�
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
２６
年
法
律
第
１８５
号
）
に

基
づ
き
、
患
者
輸
送
車
又
は
車
い
す
移
動
車
と
し
て

登
録
を
受
け
た
自
動
車
で
、
現
に
歩
行
困
難
な
者
の

輸
送
の
た
め
使
用
中
の
車
両
別
記
様
式
第
１
の
７

の
標
章

エ
次
に
掲
げ
る
者
が
現
に
使
用
中
の
車
両
で
、
別
記
様
式

第
１
の
８
の
標
章
又
は
他
の
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が

交
付
し
た
当
該
標
章
に
相
当
す
る
標
章
を
掲
示
し
て
い

る
も
の

�
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
２４
年
法
律
第
２８３
号
）

に
基
づ
く
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

者
で
、
別
表
１
左
欄
に
掲
げ
る
障
害
の
区
分
に
応
じ
、
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そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
身
体
障
害
者
福
祉

法
施
行
規
則
（
昭
和
２５
年
厚
生
省
令
第
１５
号
）
別
表

第
５
号
に
定
め
る
障
害
の
級
別
に
該
当
す
る
障
害
を

有
し
、
歩
行
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

�
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法（
昭
和
３８
年
法
律
第
１６８
号
）

に
基
づ
く
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

で
、
別
表
１
の
左
欄
に
掲
げ
る
障
害
の
区
分
に
応
じ

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
恩
給
法
（
大
正
１２

年
法
律
第
４８
号
）
別
表
第
１
号
表
の
２
に
定
め
る
重

度
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
障
害
を
有
し
、
歩
行
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

�
昭
和
４８
年
９
月
２７
日
付
け
厚
生
省
児
発
第
１５６
号

「
療
育
手
帳
制
度
に
つ
い
て
」
に
基
づ
く
療
育
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
昭
和
４８
年
９
月

２７
日
付
け
児
発
第
７２５
号
厚
生
省
児
童
家
庭
局
長
通

知
「
療
育
手
帳
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
」
第
３
の
１

�
に
定
め
る
重
度
の
障
害
を
有
す
る
も
の

�
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
２５
年
法
律
第
１２３
号
）
に
基
づ
く
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
昭
和
２５
年
政
令
第
１５５
号
）
第
６
条
第
３
項

に
定
め
る
１
級
の
障
害
を
有
す
る
も
の

オ
平
成
６
年
１２
月
１
日
付
け
児
発
１０３３

号
「
小
児
慢
性
特

定
疾
患
児
手
帳
交
付
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
」
に
基
づ

く
小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

者
（
児
童
福
祉
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
１６４
号
）
第
２１

条
の
５
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
慢

性
疾
患
及
び
当
該
慢
性
疾
患
ご
と
に
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
平
成
１７
年
２
月
１０
日
付
け
厚
生
労
働
省
告
示
第

２３
号
「
疾
患
の
状
態
の
程
度
」
第
８
表
中
の
色
素
性
乾

皮
症
に
限
る
。）
者
が
、
日
出
か
ら
日
没
ま
で
の
間
に

お
い
て
現
に
使
用
中
の
車
両
で
、
別
記
様
式
第
１
の
９

の
標
章
又
は
他
の
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
交
付
し
た

当
該
標
章
に
相
当
す
る
標
章
を
掲
示
し
て
い
る
も
の

第
２
条
の
２
第
２
項
中
、「
標
章
等
」
を
「
標
章
」
に
改
め
、同
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

車
両

申
請

書
受
理
警
察
署
長

前
項
の
表
�
の
項
の
カ

に
掲
げ
る
車
両

通
行
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
交

付
申
請
書

（
別
記
様
式
第
１
の
１０
）

前
項
の
表
�
の
項
の
ケ

及
び
�
の
項
の
ウ
に
掲

げ
る
車
両

駐
停
車
禁
止
駐
車
禁
止
除
外
指

定
車
標
章
交
付
申
請
書

（
別
記
様
式
第
１
の
１１
）

当
該
申
請
者
の
住
所
地
又
は
自

動
車
の
使
用
の
本
拠
を
管
轄
す

る
警
察
署
長

前
項
の
表
�
の
項
の
エ

に
掲
げ
る
車
両

駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
交

付
申
請
書

（
別
記
様
式
第
１
の
１２
）

第
２
条
の
２
第
３
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３
標
章
の
交
付
を
受
け
た
本
人
又
は
車
両
の
運
転
者
は
、
当
該
標
章
並
び
に
運
転
者
の
連
絡
先

及
び
用
務
先
を
記
載
し
た
紙
を
車
両
の
前
面
ガ
ラ
ス
の
内
側
に
、
記
載
事
項
が
前
方
か
ら
見
や

す
い
よ
う
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
面
ガ
ラ
ス
の
な
い
車
両
に
つ
い
て
は
、

外
部
か
ら
見
や
す
い
位
置
に
掲
示
す
る
も
の
と
す
る
。

第
２
条
の
２
に
次
の
１
項
を
加
え
る
。

４
公
安
委
員
会
は
、
標
章
の
交
付
を
受
け
た
者
が
標
章
を
不
正
に
使
用
し
た
場
合
は
、
標
章
の

返
納
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
３
条
の
２
中「（
大
型
自
動
車
等
の
通
行
禁
止
の
交
通
規
制
に
係
る
も
の
を
除
く
。）」を

削
る
。

第
６
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
６
条
法
第
４５
条
第
１
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
警
察
署
長
の
駐
車
許
可
は
、
次
の
各
号
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
も
の
と
す
る
。

�
駐
車
日
時
が
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ア
駐
車
（
許
可
条
件
を
付
す
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
条
件
に
従
っ
た
駐
車
。
次
号
に
お

い
て
同
じ
。）
に
よ
り
交
通
に
支
障
を
生
じ
、
又
は
交
通
を
著
し
く
阻
害
す
る
時
間
帯
で

は
な
い
。

イ
駐
車
に
係
る
用
務
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
時
間
を
超
え
て
駐
車
す
る
も
の

で
は
な
い
。

�
駐
車
場
所
が
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ア
駐
車
禁
止
の
規
制
の
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
場
所
（
無
余
地
場
所
と
な
る
場
所
及
び
放

置
駐
車
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
法
第
４５
条
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
場
所
を
除
く
。）
で

あ
る
。

イ
駐
車
に
よ
り
交
通
に
危
険
を
生
じ
、
又
は
交
通
を
著
し
く
阻
害
す
る
場
所
で
は
な
い
。

�
駐
車
に
係
る
用
務
が
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

－３－

第����号平成��年�月	�日（金曜日）



ア
公
共
交
通
機
関
等
の
交
通
手
段
に
よ
る
の
で
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
著
し

く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
用
務
で
あ
る
。

イ
５
分
を
超
え
な
い
時
間
内
の
荷
物
の
積
卸
し
そ
の
他
駐
車
違
反
と
な
ら
な
い
方
法
に
よ

る
こ
と
が
不
可
能
と
認
め
ら
れ
る
用
務
で
あ
る
。

ウ
法
第
７７
条
第
１
項
各
号
に
規
定
す
る
行
為
を
伴
う
用
務
で
は
な
い
。

�
駐
車
可
能
な
場
所
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
範
囲
内
に
路
外
駐
車
場
、
路
上
駐
車
場
及
び

駐
車
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
道
路
の
部
分
の
い
ず
れ
も
存
在
せ
ず
、
又
は
こ
れ
ら
の
利
用
が

不
可
能
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ア
重
量
又
は
長
大
な
荷
物
の
積
卸
し
で
用
務
先
の
直
近
に
駐
車
す
る
必
要
が
あ
る
車
両
に

あ
っ
て
は
、
当
該
用
務
先
の
直
近

イ
そ
の
他
の
車
両
に
あ
っ
て
は
、
当
該
用
務
先
か
ら
お
お
む
ね
１００
メ
ー
ト
ル
以
内

２
法
第
４９
条
の
２
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
警
察
署
長
の
駐
車
許
可
は
、
次
の
各
号
す
べ
て
の
要

件
を
満
た
す
場
合
に
限
り
許
可
す
る
も
の
と
す
る
。

�
駐
車
日
時
に
つ
い
て
は
、
駐
車
に
係
る
用
務
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
時
間
を

超
え
て
駐
車
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

�
駐
車
場
所
に
つ
い
て
は
、
当
該
時
間
制
限
駐
車
区
間
を
利
用
す
る
他
の
車
両
を
著
し
く
妨

害
す
る
場
所
で
な
い
こ
と
。

�
駐
車
方
法
に
つ
い
て
は
、
当
該
方
法
で
駐
車
す
る
こ
と
に
よ
り
交
通
に
危
険
を
生
じ
、
又

は
交
通
を
著
し
く
阻
害
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
こ
と
。

�
駐
車
に
係
る
用
務
に
つ
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ア
公
共
交
通
機
関
等
の
交
通
手
段
に
よ
る
の
で
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
著
し

く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
用
務
で
あ
る
。

イ
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
い
て
道
路
標
識
等
に
よ
り
表
示
さ
れ
た
時
間
内
の
駐
車
、
そ

の
他
駐
車
違
反
と
な
ら
な
い
方
法
に
よ
る
こ
と
が
不
可
能
と
認
め
ら
れ
る
用
務
で
あ
る
。

ウ
法
第
７７
条
第
１
項
各
号
に
規
定
す
る
行
為
を
伴
う
用
務
で
は
な
い
。

�
駐
車
可
能
な
場
所
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
範
囲
内
に
路
外
駐
車
場
、
路
上
駐
車
場
及
び

駐
車
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
道
路
の
部
分
の
い
ず
れ
も
存
在
せ
ず
、
又
は
こ
れ
ら
の
利
用
が

不
可
能
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ア
重
量
又
は
長
大
な
荷
物
の
積
卸
し
で
用
務
先
の
直
近
に
駐
車
す
る
必
要
が
あ
る
車
両
に

あ
っ
て
は
、
当
該
用
務
先
の
直
近

イ
そ
の
他
の
車
両
に
あ
っ
て
は
、
当
該
用
務
先
か
ら
お
お
む
ね
１００
メ
ー
ト
ル
以
内

３
前
２
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
８
の
申
請
書
２
通
を
当
該
場
所
を

管
轄
す
る
警
察
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
前
記
第
１
項
及
び
第
２
項
の
許
可
は
、
別
記
様
式
第
８
の
駐
車
許
可
証
を
交
付
し
て
行
う
も

の
と
す
る
。

５
車
両
の
運
転
者
は
、
前
記
第
２
項
の
許
可
に
係
る
車
両
を
駐
車
す
る
間
、
前
項
の
駐
車
許
可

証
を
当
該
車
両
の
前
面
ガ
ラ
ス
の
内
側
に
、
記
載
事
項
が
前
方
か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
掲
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
面
ガ
ラ
ス
の
な
い
車
両
に
つ
い
て
は
、
外
部
か
ら
見
や
す

い
位
置
に
掲
出
す
る
も
の
と
す
る
。

６
警
察
署
長
は
、
前
記
第
１
項
及
び
第
２
項
の
許
可
を
す
る
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
を
付
し
、
そ
の
他
必
要
な
措
置
を

命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

７
警
察
署
長
は
、
前
記
第
４
項
の
許
可
を
受
け
た
者
が
条
件
に
違
反
し
た
場
合
及
び
不
正
に
使

用
し
た
場
合
は
、
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

８
前
記
第
４
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
許
可
期
間
中
に
用
務
先
等
に
変
更
又
は
追
加
が
生
じ

た
場
合
は
、
別
記
様
式
第
１
の
１４
の
申
請
書
に
駐
車
場
所
を
明
示
す
る
書
類
２
通
を
添
付
し
、

申
請
す
る
も
の
と
す
る
。

第
７
条
の
２
中
「
別
表
」
を
「
別
表
２
」
に
改
め
る
。

別
表
を
別
表
２
と
し
、
附
則
の
次
に
次
の
１
表
を
加
え
る
。

－４－

第����号平成��年�月��日（金曜日）
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第����号平成��年�月��日（金曜日）



－６－

第����号平成��年�月��日（金曜日）



－７－

第����号平成��年�月��日（金曜日）



－８－

第����号平成��年�月��日（金曜日）



別
記
様
式
第
１
の
１０
及
び
別
記
様
式
第
１
の
１１
を
削
り
、
別
記
様
式
第
１
の
１２
を
次
の
よ
う
に

改
め
、
同
別
記
様
式
を
別
記
様
式
第
１
の
１０
と
す
る
。

－９－

第����号平成��年�月��日（金曜日）



別
記
様
式
第
１
の
１４
を
別
記
様
式
第
１
の
１１
と
し
、
別
記
様
式
第
１
の
１５
を
次
の
よ
う
に
改
め
、

同
別
記
様
式
を
別
記
様
式
第
１
の
１２
と
す
る
。

－１０－

第����号平成��年�月��日（金曜日）



精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳

別
記
様
式
第
１
の
１３
を
削
り
、
別
記
様
式
第
１
の
１６
を
別
記
様
式
第
１
の
１３
と
す
る
。

附
則

（
施
行
期
日
）

１
こ
の
規
則
は
、
平
成
１９
年
９
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
現
に
改
正
前
の
埼
玉
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則（
以
下「
旧
規
則
」

と
い
う
。）
第
２
条
の
２
の
表
�
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
て
い
る
別
記
様
式
第
１
の
２
の
大

型
自
動
車
等
通
行
許
可
証
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
当
該
許
可
証
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
ま
で

の
間
は
、
改
正
後
の
埼
玉
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
現
に
旧
規
則
第
２
条
の
２
の
表
�
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
て
い

る
別
記
様
式
第
１
の
３
及
び
別
記
様
式
第
１
の
４
の
標
章
は
、
当
該
標
章
の
有
効
期
間
が
満
了

す
る
ま
で
の
間
は
、
新
規
則
第
２
条
の
２
の
表
�
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
別
記
様
式
第
１

の
２
及
び
別
記
様
式
第
１
の
３
の
標
章
と
み
な
す
。

４
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
現
に
旧
規
則
第
２
条
の
２
の
表
�
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
て
い

る
別
記
様
式
第
１
の
６
及
び
別
記
様
式
第
１
の
７
の
標
章
は
、
当
該
標
章
の
有
効
期
間
が
満
了

す
る
ま
で
の
間
は
、
新
規
則
第
２
条
の
２
の
表
�
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
別
記
様
式
第
１

の
５
及
び
別
記
様
式
第
１
の
６
の
標
章
と
み
な
す
。

５
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
現
に
旧
規
則
第
２
条
の
２
の
表
�
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
て
い

る
別
記
様
式
第
１
の
５
及
び
別
記
様
式
第
１
の
８
の
標
章
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
当
該
標
章
の

有
効
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
は
、
新
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

６
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
現
に
交
付
さ
れ
、
施
行
の
日
に
お
い
て
残
余
有
効
期
間
を
有
す
る

旧
規
則
第
２
条
の
２
の
表
�
の
規
定
に
よ
る
別
記
様
式
第
１
の
９
、
別
記
様
式
第
１
の
１０
及
び

別
記
様
式
第
１
の
１１
の
標
章
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
か
ら
３
年
間
は
、

新
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
現
に
旧
規
則
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
て
い
る
別

記
様
式
第
８
の
駐
車
許
可
証
は
、
当
該
許
可
証
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
は
、
新
規

則
第
６
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
別
記
様
式
第
８
の
駐
車
許
可
証
と
み
な
す
。

－１１－

第����号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
九
十
八
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律

第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か

ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、

設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算

書
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
総
務
部

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
及
び
埼
玉
県
西
部
地
域
創

造
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http

://w
w
w
.

saitam
aken-npo.net/

））に
よ
り
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
九
年
八
月
十
三
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名

称
特
定
非
営
利
活
動
法
人

太
陽

三

代
表
者
の
氏
名

石
川

千
枝

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

埼
玉
県
新
座
市
北
野
二
丁
目
七
番
地
十
七

号

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、高
齢
者
・
障
が
い
者（
児
）

等
に
対
し
、
支
援
事
業
を
提
供
し
、
誰
も
が

地
域
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
九
十
九
号

埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
六
年
埼

玉
県
条
例
第
六
十
一
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
、
本
田
技
研
工
業
株
式
会
社
か
ら

大
里
郡
寄
居
町
の
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る

ホ
ン
ダ
寄
居
新
工
場
建
設
事
業
に
係
る
環
境
影

響
評
価
書
の
提
出
が
あ
っ
た
。

な
お
、
環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧
の
場
所
及

び
期
間
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

場
所

埼
玉
県
環
境
部
温
暖
化
対
策
課

埼
玉
県
東
松
山
環
境
管
理
事
務
所

埼
玉
県
北
部
環
境
管
理
事
務
所

寄
居
町
生
活
環
境
課

深
谷
市
環
境
課

小
川
町
環
境
保
全
課

東
秩
父
村
保
健
衛
生
課

二

期
間

平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日
（
金
）
か
ら

同
年
九
月
七
日
（
金
）
ま
で
（
た
だ
し
、
土

曜
日
、
日
曜
日
及
び
休
日
を
除
く
。）
の
午

前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

意
見
の
概
要

イ

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

瀧
島
第
一
ビ
ル
（
サ
ミ
ッ
ト
ス
ト
ア
新
座
片
山
店
）

新
座
市
片
山
三
丁
目
二
千
九
百
十
五
の
一
外

ロ

同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
意
見
の
概
要

自
動
車
に
よ
る
来
退
店
に
つ
い
て
は
、
新
設
届
出
の
中
で
経
路
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

来
退
店
の
自
動
車
は
所
定
の
経
路
で
は
な
く
、
店
舗
西
側
の
拡
幅
予
定
道
路
の
先
に
接
続
す

る
狭
隘
な
練
馬
区
道
等
、
店
舗
周
辺
の
練
馬
区
内
の
生
活
道
路
へ
進
入
す
る
懸
念
が
あ
り
ま

す
。
従
い
ま
し
て
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
設
置
者
が
新
座
市
と
も
協
議
し
た
上
で
、
自
動

車
に
よ
る
来
退
店
経
路
を
店
舗
利
用
客
に
対
し
て
周
知
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ

う
、
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
設
届
出
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
自
動
車
に
よ
る
来
退
店
経
路
の
中
に
は
、
練
馬
区
立
大

泉
西
小
学
校
の
通
学
路
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
道
路
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、

当
該
大
規
模
小
売
店
舗
設
置
者
が
下
校
児
童
の
安
全
に
十
分
注
意
す
る
よ
う
来
店
者
に
周
知

す
る
と
と
も
に
、
問
題
が
発
生
し
た
場
合
は
練
馬
区
及
び
警
視
庁
と
も
協
議
す
る
よ
う
、
指

導
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
予
測
を
超
え
る
影
響
な
ど
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
埼
玉
県
に

お
い
て
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
十
四
条
に
規
定
す
る
対
応
を
取
る
と
と
も
に
、
同
法
第

十
条
に
照
ら
し
て
設
置
者
に
対
し
て
必
要
な
対
応
策
を
指
示
さ
れ
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

二

縦
覧
期
間

平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
十
九
年
九
月
二
十
五
日
ま
で

－１２－

第����号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
一
号

測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
川
口
市
長
岡
村

幸
四
郎
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す

る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

作
業
種
類

公
共
測
量
（
二
千
五
百
分
の
一
デ
ィ
ジ
タ

ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
）

二

作
業
期
間

平
成
十
九
年
七
月
二
十
日
か
ら
平
成
二
十

年
三
月
二
十
一
日
ま
で

三

作
業
地
域

川
口
市
全
域

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
号

測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
和
光
市
長
野
木

実
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨

の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十

四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

作
業
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
及
び
現
況
測

量
）

二

作
業
期
間

平
成
十
九
年
六
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二

十
年
三
月
二
十
八
日
ま
で

三

作
業
地
域

和
光
市
白
子
三
丁
目
の
一
部

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
三
号

平
成
十
九
年
八
月
十
九
日
に
執
行
の
上
尾
都

市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
審
議
会

委
員
選
挙
の
当
選
人
を
土
地
区
画
整
理
法
施
行

令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
四
十
七
号
）
第
三
十

五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
決

定
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、

公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

宅
地
の
所
有
者
の
う
ち
か
ら
選
挙
さ
れ
る

委
員
の
当
選
人

住

所

氏

名

北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字

小
針
内
宿
千
四
百
四
十

齋
藤
周
孝

番
地
一

北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字

羽
貫
五
百
七
十
二
番
地

加
藤
智
彦

北
足
立
郡
伊
奈
町
寿
一

丁
目
四
十
八
番
地
二

横
尾
忠
司

北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字

小
針
内
宿
二
百
八
番
地

平
川
保
男

北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字

大
針
六
百
一
番
地
一

森
田

誠

北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字

小
針
内
宿
千
三
十
五
番

地

内
田
俊
男

北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字

小
針
新
宿
二
百
三
十
八

番
地
一

田
口
�
英

北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字

羽
貫
五
百
十
五
番
地
二

小
林
久
夫

北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字

羽
貫
八
百
六
十
七
番
地

小
林

喬

北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字

大
針
八
百
二
十
九
番
地

大
�
順
康

北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字

小
針
内
宿
三
百
十
二
番

地

内
田

武

北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字

羽
貫
二
百
四
番
地

野
川

勉

北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字

小
針
新
宿
三
百
九
十
番

地

大
�
洋
明

二

宅
地
に
つ
い
て
借
地
権
を
有
す
る
者
の
う

ち
か
ら
選
挙
さ
れ
る
委
員
の
当
選
人

住

所

氏

名

北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字

小
針
新
宿
千
三
十
三
番

地
四

関
口
忠
夫

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、

公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

許
可
番
号

平
成
十
九
年
八
月
七
日

指
令
東
整
第
一
八
〇
〇
四
三
二
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
十
九
年
八
月
十
五
日
第
五
十
八
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

比
企
郡
小
川
町
大
字
高
谷
字
寺
ノ
下
一
三

六
四
―
一
外
一
二
筆

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

群
馬
県
前
橋
市
二
之
宮
町
二
七
一

株
式
会
社

オ
リ
ジ
ン
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役

狩
野

一
夫

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
五
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を

決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

三

縦
覧
場
所

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
支
援
課

埼
玉
県
西
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

－１３－

第����号平成��年�月��日（金曜日）
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平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

１
案
件
名
及
び
予
定
数
量
（
単
価
契
約
）

�
男
性
警
察
官
用
合
服
上
衣

１
，９５４
着

�
男
性
警
察
官
用
合
活
動
服

２
，２００
着

�
男
性
警
察
官
用
制
服
ワ
イ
シ
ャ
ツ

１１
，２０２
着

�
男
性
警
察
官
用
合
服
ズ
ボ
ン

４
，６９６
着

�
男
性
警
察
官
用
冬
活
動
服

１
，６７８
着

�
男
性
警
察
官
用
冬
服
ズ
ボ
ン

３
，４９９
着

�
男
性
警
察
官
用
短
靴

７
，８３５
足

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の

名
称
及
び
所
在
地

埼
玉
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課
調
度
第

一
係
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３

丁
目
１５
番
１
号

３
落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
１９
年
６
月
１８
日

４
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

�
男
性
警
察
官
用
合
服
上
衣

株
式
会
社
西
武
百
貨
店
東
京
都
豊
島

区
南
池
袋
１
丁
目
２８
番
１
号

�
男
性
警
察
官
用
合
活
動
服

株
式
会
社
ク
リ
エ
イ
ト
セ
ブ
ン
東
京

都
中
央
区
新
川
２
丁
目
２
番
１
号
い
ず
み

ハ
イ
ツ
茅
場
町
２０９

�
男
性
警
察
官
用
制
服
ワ
イ
シ
ャ
ツ

ミ
ド
リ
安
全
株
式
会
社
東
京
都
渋
谷

区
広
尾
５
丁
目
４
番
３
号

�
男
性
警
察
官
用
合
服
ズ
ボ
ン

株
式
会
社
松
坂
屋
愛
知
県
名
古
屋
市

中
区
栄
３
丁
目
１６
番
１
号

�
男
性
警
察
官
用
冬
活
動
服

ジ
ャ
パ
ン
ユ
ニ
ホ
ー
ム
株
式
会
社
東

京
都
中
央
区
日
本
橋
蛎
殻
町
２
丁
目
８
番

５
号
興
洋
ビ
ル

�
男
性
警
察
官
用
冬
服
ズ
ボ
ン

東
洋
物
産
株
式
会
社
東
京
都
杉
並
区

和
田
３
丁
目
５３
番
１４
号

�
男
性
警
察
官
用
短
靴

株
式
会
社
シ
モ
ン
東
京
都
文
京
区
本

郷
３
丁
目
２０
番
１
号

５
落
札
金
額
（
税
込
み
１
着
（
足
）
当
た
り

の
単
価
）

�
男
性
警
察
官
用
合
服
上
衣

１６
，０８６
円

�
男
性
警
察
官
用
合
活
動
服

１６
，４７４
円

�
男
性
警
察
官
用
制
服
ワ
イ
シ
ャ
ツ

５
，８４１
円

�
男
性
警
察
官
用
合
服
ズ
ボ
ン

８
，７００
円

�
男
性
警
察
官
用
冬
活
動
服

１８
，９２３
円

�
男
性
警
察
官
用
冬
服
ズ
ボ
ン

８
，９６８
円

�
男
性
警
察
官
用
短
靴

５
，７１２
円

６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

７
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
１９
年
５
月
７
日

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
十

四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、

公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長

根

岸

功

一

許
可
番
号

平
成
十
九
年
四
月
二
十
日

指
令
飯
整
第
一
八
〇
〇
六
四
〇
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
十
九
年
八
月
二
十
日

飯
整
第
一
九
〇
〇
二
二
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

入
間
郡
毛
呂
山
町
大
字
葛
貫
字
新
田
前
一

〇
七
八
番
一

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
二
丁
目
八
番
一
号

日
本
調
剤
株
式
会
社

代
表
取
締
役

三
津
原

博

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日埼

玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

内

村

寛

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

松
戸
草
加
線

三

道
路
の
区
域

－１４－
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報�

雑�

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

内

村

寛

埼
玉
県
教
委
告
示
第
二
十
八
号

埼
玉
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
六
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
表
に
掲
げ
る
埼
玉
県
指
定
有
形
文
化
財
は
平
成
十
九
年
六
月
八
日
を
も
っ
て
指
定

を
解
除
さ
れ
た
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

石

川

正

夫

埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
技
術
審
議
会
を
、
次

の
と
お
り
開
催
す
る
。

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、

次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
す
る
も
の
と

す
る
。平

成
十
九
年
八
月
二
十
四
日

埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
技
術
審
議
会

会
長

水

口

俊

典

一

開
催
日
時

平
成
十
九
年
九
月
三
日
（
月
）
午
前
十
時

か
ら
午
前
十
二
時
ま
で

二

開
催
場
所

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目

一
番
四
号

埼
玉
会
館
七
Ｂ
会
議
室

三

議
題

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

三
郷
市
戸
ヶ
崎
三
丁
目
七
四
五
番
一
地
先
か
ら

同
市
戸
ヶ
崎
三
丁
目
七
〇
六
番
地
先
ま
で

八
・
七
〇
〜

九
・
〇
〇

一
三
五
・
〇
〇

平
成
十
三
年
二
月
二
十
日
付
け
埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
号
で
告
示

し
た
道
路
予
定
区
域
の
一
部
変
更
で
あ
る
。

地
方
特
定
道
路
（
交
通
安
全
）
整
備
工
事
で
あ
る
。

新

一
〇
・
〇
〇
〜一

〇
・
五
〇

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

県
道
松
戸
草
加
線

三
郷
市
戸
ヶ
崎
三
丁
目
七
四
五
番
一
地
先

平
成
十
九
年

八
月
二
十
四
日

平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日
付
け
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告

示
第
十
五
号
で
告
示
し
た
道
路
区
域
の
一
部
供
用
の
開
始
で
あ
る
。

地
方
特
定
道
路
（
交
通
安
全
）
整
備
工
事
で
あ
る
。

延
長

二
一
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

種
類

名
称
及
び
員
数

所

在

地

所
有
者（
管
理
者
）

考
古
資
料
酒
巻
一
四
号
墳
出
土
品

人
物
埴
輪
一
〇
体

馬
形
埴
輪

四
体

円
筒
埴
輪
三
七
点

そ
の
他
一
括

行
田
市
本
丸
一
七
番
二
三
号

行
田
市
（
行
田
市

郷
土
博
物
館
）

－１５－
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川
越
都
市
計
画
事
業
川
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
仮
称
）
北
側
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ
い
て

四

傍
聴
者
の
定
員

二
十
人

五

傍
聴
手
続

傍
聴
希
望
者
は
、
会
議
の
開
催
予
定
時
刻

ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
お
い
て
、
埼

玉
県
環
境
影
響
評
価
技
術
審
議
会
の
許
可
を

得
た
上
で
、
会
議
の
会
場
に
入
る
こ
と
が
で

き
る
。

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員

に
な
り
次
第
終
了
す
る
。

六

問
い
合
わ
せ
先

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目

十
五
番
一
号

埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
技
術
審
議
会
事
務

局
（
埼
玉
県
環
境
部
温
暖
化
対
策
課
環
境
影

響
評
価
担
当
）

電
話
〇
四
八
（
八
三
〇
）
三
〇
四
一

発 行 日

毎

週

火
曜
日
・
金
曜
日

購読料金

一
年
四
万
三
千
四
百
円

（
郵
便
料
金
を
含
む
。）

発 行 者

埼

玉

県

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号

〇
四
八
―
八
二
四
―
二
一
一
一（
代
表
） 埼

玉
県
報
ホ

�ム
ペ

�ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/A
01

/B
A
00/kenpouhom

e/fr_top.htm

印 刷 所

関

東

図

書

株

式

会

社

さ
い
た
ま
市
南
区
別
所
三
―
一
―
一
〇

〇
四
八
―
八
六
二
―
二
九
〇
一（
代
表
）

再生紙を使用しています。 －１６－

第����号平成��年�月��日（金曜日）
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